
[成果情報名]  食品からの有害微生物の迅速多重検出法の開発 

[要   約]  食品に存在する腸管出血性大腸菌O157:H7、サルモネラ属、リステリアモノサイトゲネス

などの食中毒菌を１本のPCR反応チューブ内で同時に反応させることにより、公定法と同

等またはそれ以上の感度で迅速検出可能な多重検出法を開発した。 

[部   署]  食品総合研究所・企画調整部・食品衛生対策チーム 

[連 絡 先]  029-838-8067 taishi@nfri.affrc.go.jp 

[成果区分 ]  普及 

[キーワード]  PCR、食中毒、多重検出、微生物検査、食品衛生 

 

[背景・ねらい]  

 食中毒の未然防止や食品製造現場における検査コストや時間の削減を目的として、迅速かつ一度の工程

で多種の食中毒菌（今回では主に食肉由来食中毒細菌）を検出する手法を開発した。従来の公定法では食

中毒菌の同定試験に少なくとも３日以上必要であるが、本手法により時間を大幅に短縮した。検出感度に

おいても１細胞の細菌を24時間で検出でき、食肉検体での実用も期待できる。 

 

[成果の内容・特徴]  

１．食肉由来食中毒細菌で重要な腸管出血性大腸菌O157:H7、サルモネラ属、リステリアモノサイトゲネ

スの３種類において、既知の特異的検出プライマーから互いに干渉力の少ないプライマーを選択し、

PCR反応を至適化した。その結果、１分子の標的DNAが反応管に存在すれば検出可能である反応系を

確立した。 

２．上記の食肉由来食中毒細菌３種が同程度に共通して増殖できる増菌培地を検討した。緩衝液の至適化・

グルコース濃度の加減・pH 保持などにより、18 時間の培養で本法の検出閾値に十分達する条件を見

出した。 

３．有機溶媒を用いることなく食肉由来食中毒細菌３種のDNAを一括して効率よく抽出する手法を確立し

た。抽出DNA溶液を本法に供することにより、上記食中毒菌の検出が可能であった。これは食肉混在

系において試験した場合も同様の結果であった。 

４．実際の食品を想定して、牛挽肉や鶏肉に上記微生物を最低濃度（1～10細胞/25g）接種した検体から

の回収試験を試みた。増菌培養を含めて検討した結果、標的以外の常在菌が107細胞存在している検

体においても本法による食中毒菌の特異的検出が可能であった。 

 

[成果の活用面・留意点]  

１．従来法ではこれらの食中毒菌の検出には多大な時間やコストを必要とし、さらに熟練の技術を必要

とする。本法のプロトコールでは複数の食中毒菌を一括して増菌培養し、DNA 抽出後 PCR 反応によ

り検出できる。 

２．従来法では通常３日以上の時間が必要であるところを１日で検出できる。 

３．PCR 反応は検出コストが高いと言われているが、本法では３菌を同時検出できることから最終的にコ

ストの大幅削減と作業の効率化が期待できる。 

４．PCR 法は様々な高感度検出手法が開発されており、それらの技術と本法を融合することにより、より

簡易な検出方法の確立の可能性がある。 

５．食肉以外においても応用可能か否かの評価試験を広く行っていく必要がある。 



[具体的データ] 
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図２．食肉由来食中毒細菌の検出感度実験結果
いずれの食中毒細菌も200フェムトグラム（10-15g）のDNA（およそ1細胞に相当） で検出可能であった。
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